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や 必定 <J” 男 虫 会 弓 押 で 8 で 「n ロ で て 公 襲 
6」 い し 四 2 が 本 G ( 趣 )* 

ーー 所 貞 し 来 J6 で 36) る で 由 り 3 蔽 3 の 
Ke で 32J、S 拒 屋 全 で 


6 明 巡 拠 る nkG 球 62) 時 全 2 最 下 で 
3 で へ る 06 ン く で レス る スソ | 64 全 で 蛋 終 


/) 
けり 邊 る 名人 SKe66※-GtG 到 じゃ" 
ーー 羽 wopK く 公 っ ) 飛 6 に" 
H6 へ し ご 公 と 96 W で ろり 表せ ke で G 公 栗 
2 セン こり 3 約 補 うり 一 
本 りり AJspdS 選 6 本 人 2A)” 捉 トー 生じ 蝶 陸 
人 SS で て 2 で っ 2 全 JO つっ 5 つ 36 
pH 手 富 り W 選 2 取る つり 会 | 居 雇 
人 K く 青 し op つる 北 る 公家 WS で し も" 
ーー40 で 320” 給 選 を で うり 全 テー ト く 表 ジ 
ウ セ ュー6. で 7 

つっ pnQDG 筐 し セ " 2J40e で 人 る 
ュ っ 世 選 を で GWS でろ 8 偽る op 責 本 人 
ー ぐ SS 2 の JEO し 寺村 公記 季 し 
AN 

ーー ュ ゥ JJ リア 皿 SG 赴 可 で 王 し 衣 S 科 






〇 ほり の ぷ ぶ ゆき 


と 心 へ ペー や 交 6 本 会 

前 へ と 26 本 シン キキ 忠和 へ 入 一 和 電 ウレ つ 
6 燥 人 Se し 

ーーMn ウ 6S” 回 寺 ソ ン tG 公 っ り 否 6 
し 2n03 り 引っ ? AA 

叶 つ 、 把 心地 責 公 視 W レ つが ひで し 表 お 


96 必 公 据 唱 け 3 つ 科 る で し つて て 本 SAJ? 
ーー 一刻 能 で 『 昌 IL COw 昌 。 で 理 > の る 
図 選 っ NT 公表 G 中 掲 3c- 
虹 つ 条幅 公記 ろ 2 ぐし る 0 表 
皿 例 じ 和 で 直 3 つ 8 で る る 公介 全 で る っ) 
2 必 久 わ りゃ" 


品 つづ つ す る っ JJKNS で し 本 会 抑 3 が 

補 現 和 叶 りり 選 め 来 j60 ウ 2 る 2 で 6” 

IAM の 4 の ^t…aJ うり 血 填 3 

地 ん いっ) で て ルリ で SpJSNo つ 36 が 6 思 

に し の つり で で や つめ 2 し セ ” 擬 岡 記 ら 
pspE 和 うし も" 


協力 : 株 式 会 社 小学 館 
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AA > と あー か SS W と あろ こ ぷ 、 SNS 人 ンー こき 
の の の SS 光り 人 の SS、X し みく 
0 > とら エ ーー ロロ の DE 人 田 還 WP 各 MHGA マズ 謀 N 抽 測 ZINTN 設 時 政幸 人 む G お ミ さ お 隊 く ヘー「 中 R・Nー へ ヘ 」 。 KS し AU だ やじ "や 6 選 中 下 公 寺 6 で じ 
バ ee G 尽 や ネー さり つゆ 性 臣 キ ロー く PGIN 。、 愉 へ 牧 く し か 公 恨 く ロ 居 いじ 回 C 
詳 3 so hp 中 結 つ 台 則 物 団 6 も で? や G 届 。 ド へ 尺 SGP し 8 回 "てく へ AG 可 人 やく レト ミネ 仏 キ ー 
呈 能 間 向 中 中 も で GE 呈 そ ネー トミ くく 「40 へ へ や p う っ く し も 公 ) セン 記さ つ を う 才 つじ 
ル を ご 図 半 」 り 鈴 革 つこ ヘン 「 抵 選 6S 0 …… ” 二 癒 や 足 押 起 くじ ゃ 章 む 0 む | リリ で 
り 」 揚 福 つ じ INN 更 訪 各 0 震 で じ W 刀 中 守 pn  ※KKK 曜 公 で 」 
人 S” 條 回 ホス HGrLO『 ト マミ N ト へ 2 一 一 RG 王 着 し 以 し いひ の を 


KJjG トー トド 担 じ " 選 富 へ ロト 0 ロ ー の で 上 7 「 ふ で い し DI 旧居 で 班 し” 認 G キ キ エ 届 ふ ふ ー ル 
「 李 皿 り 4 れ 0 し hG SN さ へ せつ で 

ーーiyspNvop′ 羽 ) 避 で ぐ 恒 226c・ ふつ 選 て トー テレ 0Q3 諾 G 璧 G 回 和民 

「 そ も っ 中 公 QH ヘ テー へ 中 系 で レ っ S 想 じ won ホー マロ 索 で 刀工 り 環 公 握 で し 

し ちゃ む S)^ 王 や や ))G 下 電信 で 古 要 G 普 り 坊 WW で た 和 の つじ 8 つっ お 」 

SS で で GO 人 到 む じゃ "やつ mM 公 いう 











いく A7「 ン 3 ユー」 る ぴー (AH 
ユー ポ 時 中) 的 ン G 翌 備 取 人 S で ト 


Po JJ) で し 英 財 KG TK 過 WU く S レ 
^ pn っ / 服 せ ホ ミ お SDG ト へ 李 涯 OS 。 Ng 
きま 。 46 ン さ で リリ USN@ く し S……」 2 0 
抽 思 S 半 RNOUI2ES く 2p0E00N ン SG 
移 6 「 下 玉 ・ ト ー ハ 普 り 中 一 人 下 6SJP トト ふ 
S 恥 人 隊 G る 中 篤人 つっ 二 提 定 じゃ S で we 。 2 の \ 
川 半 抜き ー、 いし じゅ 胡 也 むし 舞 隅 うじ うっ しゅ 呈 メーー ト 
G ぶ KG 移 さ 選 人 で 『 邊 武 " 中 』」 で ビレ " 革 岡 べ 刀 の 昭 [N 本 所 較 に 
3 ロ / で Se くし "er 本 層 G 折 束 K ペ ー ミ リロ SN 胃 IS S 
本 を Es 2 3 ぉ p 咽 い ッ て ニー 人 穫 和 AN 旭 皿 っ WW つ J" し 。 ヾ 間 18 上 
9 方 く 時 G く G 入 了 持 ン J「 諾 ロ 硬 吾 し W 朱 ls き 
) S Wo きっ 投 弄 6 人 6」N 昭 で も S つ お で 」 IN 湿 憶 邊 
逐 お 恨 と た ーー%Jes 間 由 TE つ し 4StoG 会 上 mw | 
ー ln 了 ま HH 777 な 777 》Os/zz777 下層 富 し も NmRGH、 公 SrG 凍 時 レ つ コ 地 MS 宮 午 の ホ ー ミ ・ ト さて へ G 也 Nh へ 
RW 0 心 人 抱 し 前 U じ っ し も と シロ 認 で ヽ K ( 衝 く く ) 人 旦 語 洛 GNHK ペ ー シ 
= G に Ste@+6 で 3” 忌 人 e46 ト テー・ 選 AHTHGt RG で GS 装 /7 ハ ヘー で うう ) 球 つじ し” 着 里 事 
9 総 吐 RG 芝 Ne 貞 っ 民 RU 提 e 本 で 」 INONONNO0NWMW 者 四 如 環 
NCSA ーーSN SINSY = = 計 還 
笠 15 調 際 尋 7 MHDRNIRNMKP 和 和合 和 電 衣 
犯さ 還 RE NAO 加 NNNANINOUMMSSSU 獅 語 せ 作 く PHNS で ペ 二 8 
和博 こい OOVEse ー 遇 で レ … の HG「『 著 秩 」 公 人 S 和 和 1 電光 
間 * 半 還 や ら ー 号 李 じ 回 0 1 さ ャ キー 人 ME 囲 末 に to1 ト ・ ロ ー へ m 
6 MG RS QA・ く て ミ AK ト さ W 頻 時 尽 る 軍 弄 つい ン 
上 H NO さ ふ ′ ド IIN や お ヽ も お ヽ ホー マ 壮 人 SQ で 
SR SG で リリ で ap2Qme6 枯 6 で ( 赴 )」 NO” 6 ロロ 吐 掘 G 打 宰 jp 宰 昌 表 、 
SS ーー さく” 天 ぐ 四 つり る 40G 辻 会 呈 AKG SG 本 克 咽 * 財 人 つ ′ 押上 W 議 (NNK) 
3200 3 こい utA つ た だ さく 基 役人 JstG 熊 凌 則 軸 翼 公団 羽 和 現 杭 層 
1 「 除 りく 3K ふ 一 公 っ ve くし" 店 園 人 で 柴 。 皿 財 蘭 さ hpG4n 隔 きき 2 
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『H 一 ベー 必 マー 直し 二 革 つ 虫 
虹 尽 で 舞 rK そ 中 JJ し やめ 詳 臣 ? 
|1 ズ し せ 間 や 心 謀 弄 玉 ke 蛋 団 
公 醒 oe し じゃ め 押 人 NG じ ハ へ 会 咽 N 
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の や 3 朋 記 宇 コ つい 演 還 | 了 G 演 語 JJRH 本 wu 
来 ロ 遇 JGANO 融 
9 用 語 EEEiOESIIAW ま SI トレ うい 宙 会 NN っ ろ で お 
AS いこ て い G ホ ー コ 悪人 剛 財 ロマ ュー 


"tiic 詞 。 POSITION 』 
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3 抽 つ で 5 TH トー ロ ハ こ か て | ド 時 本 豆 志久 し い ャ ユー 史 細 二 つじ 
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人 と へ へ TA 公記 っ し っ い eG 色 べ 公 te? 
^ テ 0 で 間 他 恋 6 壮 理 全 <Q 蝶 琵 け 誠 陣 *o で Ne レ ハ 墨 公 っ 記し 飲 ロ トミ 57 


\G 醤 編 せ "人 ロス トミ ド ト 壮 思 97 pnQtQ で SrJ で 
3 ホース 宙 会 ペー ド K 吉 症 っ う て AN BSNeG 公 
皿 吾 人 爺 末 概 で G 虹 随 境 紐 レ し ハ へ 刀 mQ6 
品 り つじ 惑 0 し 選 て Ai ト で へ や ロー ヒロ 下 史 
賠 民 し 愉し 6 つっ 9 OO1U4hNeI し 8 っ 抽 稔 wom 
Ne ト JAJSJNMOT レル AO の wwhT NEW で けけ 琵 
公 SN0G し "| 咽 で 涙 つじ 愉し mmG 唱 人 8 ド 
也 和 し 過 さ い JS? 

RS ロー ド ベ 選 IN へ 層 で つい 公 
Ps そ きっ 玉 己 け 公 〇 い 憶 思 け 。 団 絡 は せ S 
具 幸 NO 仁 つ し つっ 
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くせ む H て し 久 さ mo* 
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VER SOR 


レー サー タイ プ eDisplacement750cC 
@ MaX.D0We「:220ps/13500rpm 


ー WMax.tordue:12.2k0-m7000rpm 


中 級 者 向け 
バラ ンス の と れ た 標準 タイ プ mmmmmm 





ハル ナ 乗 り V ら . ダ ー ト ラ 乗 り 


マシ ン 性 能 と 共に 、 ラ イダ ー に も それ ぞ れ クセ が ある 。 
NVR の ライ ダー は コー ナリ ング で 、 上 半身 が 深く か ぶ 
っ て 頭 が イン に 入る 通称 |「 ハ ルナ 乗り 」。 カ ずく の 人 迫力 
ある フォ ー ム だ 。 ワ イル ド ホ ッ グ に 乗る アメ リカ ン 野 
郎 は 、 コ ー ナ ー で は 足 を 出し て ドリ フト し て いく | ダダ 
ー ト ラ 乗 り 」 と 、 両 者 全く 違っ た 乗り 方 だ 。 


NO nn 


@ Max.tordue:20.3k0-m/7000rpm 









上 級 者 向け 
使い こなせ ば 最速 の ドリ フト マシ ン 






き @MaX.D0Weri1110kw11900rpm 


ーー ーー eaxtOrque:9.0KGm 
ュ 初心 者 向け 3 
近 未 来 タイ プ 放 回 性 が 良 く 扱 いや すい @ 起 電動 モー ター 使用 


Ps 


アン ティ アス に 乗る の 
は 実は 女性 ライ ダー。 
腰 が 引け て る か ング オ 
ン が ちょ 2 捕 科 8 













中 華 街 入口 直角 右 コ ー ナ ー 

が 2 回 連続 する 。 道 の 端 を 有効 

SR 
0 


細 POSITION 


計 用 率 の)/Z1 


360 ター ン ゴー ル 手 前 の 最後 の 勝負 所 。 最 
2 ( NR ド GS 人 科 球 イン に つき 

















ルー プ 橋 る や か な バン ク 
カー ブ 。 イ ン を 走っ た 方 が 距 
離 的 に は 短い が 、 追 い 越 し を 
か ける 時 に バン ク を 利用 する 
の も 有効 だ 


3 連 シ ケイ ン 小さい 直 角 
コー ナー が 左右 一 左 と 3 
回 続く 。 し っ か り 減 速 し 、 
ノー ハー フ ア ク セル で リズ ミカ 
ジン 。 ル に 切り 返 そ う 


コー ナー 回 の で いる 
2se2ROODIGRS2I ク RI まで 

突っ 込ん で 攻め よ 8 

oi の 0 レー キシ ンク (ある 


全開 だ 海 、 山 、 市街 地 を 臨む 郊外 サー キッ ト で 、 


初級 者 向け の 走り 易い コー ス 。 全長 2900m。 


トン ネル の な か で 見 に くい が 、 直 線 的 に カッ ト す 
る ライ ン を 狙え 。 コ ヨー ス ア ウト する と スピ ー ド が 
落ち る の で 要 注 意 
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YOKOJAMA (で 


近 未 来 の 横浜 を 想定 し た 中 ・ 上 級 向け の 市 街 地 コー ス 。 
首都 高 や ルー プ 橋 、 チ ャ イナ タウ ン と 夜 の 
横浜 の 雰囲気 が 存 分 に 味わえ る 。 全長 7836m。 


パス スト ッ プ シク イン トド り 凍 





II ' な が ら の 連続 シ ケ イン は 、 こ の 製 
ea オー 
a 計 病 inc 画 に POSITION 本 ゝ こさ レー キ > 遅 と 
2ー: 須 ー4 1 1st ン ケイ ン 首都 高 乗 口 で 突っ 込み 、 ア ウト か ら イ ン を 
人 いい ント 手前 に シン ケイ ン 。 沙 ち 意 い か すり な が ら 2 つ 目 を 抜け る 。 


て よく 形 を 覚え 、 直 線 的 に 人 由 
日 ド アロ る 十分 減速 し て ゆっ くり と クリ フ 








RIM 人 
4 は 
人 な 3 
) 証 M 4 て 2 ! yg 
性 5 と 来 華 走る 早 て 必 走 が マ い 品 こ リ イ ト コ 画 ン れき ド う 評 
= いり 有 諾 る ラ め ぬ 早 要ら 悪 シ い | さ フン だ | コ グ て せ リ か イ る 
7601) 3691 
も し ン 堂 を 向 起 ポ に ・ SF ココ きる コ に け ここ い 
し レン 覚 を 向 起 が ポ に 起 か て 入 ` は | キ に ! * 
こ 最 グ が 見 を こ イ い 立 こ 思 コ し 滑る 人 婦 普 の CN 抽 飯 り の ドリ フト 走 法 
た 速 オ つつ 変 す と つ ち すい | た り ?」 通 走 ち 最 | を て ヽ 
え ラ フラン が こく ド て EE 切 ナ また だ 車 ト アリ よき るり 
ら ツ も みる て と は し が 起り | ます 体 ラ ウ 方 ん 嘘 曲 ス アイ リ 
420 ?” まつ こよ 出 ス が を 季 ト タ 離 が タダ メル な 
ふ を いす と ま コ 早 う て すく ロビ ピ 欄 ・ PA ド い 
本 た が いい つ | め の も タタ の | マ か の イ ム 小 ダレ カネ と 
遇 だ 。 だ うす ナ に で ま イ ス ち ド シ せ j ン も 気 | よ ニッ い 
味 き 荒 ろ 感 ぐ 1 寝 注 つ っ ミ パ ょ コン る ・ 上 味 ト う 野 グ ぅ 
だ 出馬 うじ いで か 意 す ン ツ う ン は と 恒 ア 。 が よ ラ 婦 か マ 
s す を 々 で け は し が ぐ グ と ど ト 起 ド ペ ウ る く 乗 の ② ぉ ニ 





乗り こなせ ん 






参加 ライ ダー 

GP1 ク ラス : 伊 藤 真一 (ホン ダ ・ 年 世界 ラン ク 7 位 ) 
阿部 典史 (ヤマ ハ ・93 年 全日 本 チャ ンプ ) ンス の ンク 9 
青木 球磨 (ホン ダ ・% 年 全日 本 スー パー バイ ク 選 手 権 ラ ンク 2 位 ) ン se 2 ンク 

GP2 ク ラス : 辻 村 猛 (ホン ダ ・9 年 世界 ラン ク 3 位 ) ンク 
原田 哲也 (ヤマ ハ ・93 年 世界 オ ャ ン ピ オ ン ) 35 ング ン ン 
青木 宜 人 篤 (ホン ダ ・94 年 世界 ラン ク 10 位 ) 3 0 

GP3 ク ラス : 坂 田 和 人 (アプ リリ ア ・% 年 世界 オ ャ ン ビ オン) 3 
徳 留 真紀 (アプ リリ ア ・94 年 世界 ラン ク 8 位 ) ァ 
仲 城 英幸 (ホン ダ ・9@4 年 世界 ラン ク 9 位 ) 引 久 。 ゃ ーーー メ 和 = 下 ノ 97 
青木 治 親 (ホン ダ ) 加藤 義昌 (ヤマハ) < デー デア 。 mm/ 7 を 
須貝 義行 (ホン ダ ) 井形 と も 子 (ホン ダ ) 菊地 寛 幸 (ホン ダ ) ググ) バ の ーー ェ : ピノ / た 2 / プ ナリ ニコ 
山本 武 宏 (ホン ダ ) 宮坂 覧 (ホン ダ ) 


ヤマ 迫力 の 50 イ ンチ プロ ジェ 
ク タ EC で 最大 4 台 通 信 。 
も し か する と 謎 の マン ン が 
存在 する と いう 噂 も … 
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『roS へ HH サー ロロ ツーH ロ 1 
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て 個 誠 中 OT 計 昌 「 と て さい (は 
9 ひみ 隊 州 へ 和 位 峰 」。 ご 仙 に すさ す で す は 


Nu は し いび 婦 Q 


一 
一 













昼 は ファ ミリ ー、 夜 は ヤン グ ア ダ ル 
ト に アビ ピー ル 。 昼 と 夜 で は 演出 も 変 
わる 。 同じ フロ ア に は ボー リン グ 場 
も ある 。 










PLID'S 桑 名 』 の 元気 いっ ぱい の 
スタ ッ フ 。( 左 か ら ) 影 洞 く ん 、 渡 辺 
真理 子 さん 、 加 茂 店 長 、 広 瀬 さん 、 
本 郷 く ん 。 















WU5N に ドー 


東海 最大 の 規模 を 誇る ショ ッ ピ ング セン ター、MYCA 
L 桑 名 が 3 月 24 日 に オー ブン し た 。 そ の 2 番 街 に ある の が 
マイ アミ 風 の ト ロビ カル な 「 ブ リッ ズ 薬 名 」。 驚く な か れ 、 
店 内 に は 熱帯 魚 が ヒ ラ ヒ ラ と 泳ぎ 、 天 井 に は か わい い プ ブロ 
べ ラ 飛行 機 も 飛ん で いる 。 バ ー ム ツリ ー や フラ ミン ゴ の ネ | 
オン サイ ン に 、 気 分 は すっ つかり 南国 だ ./ 1000m の 広い 店 
内 に は 155 台 の マシ ー ン 。 も ちろ ん 機種 も 三重 で は 初め て 
と いう 6 人 乗り の 「 ギ ャ ラク シア ン *! ア タッ ク ・ オ プ ・ ザ ・ 


CS 1 





夜 に な る と スタ ッ フ の ユニ フォ ー ム も 、 
プラ ボ み た い に ぐ っ と 大 人 っ ぱ ぽく 変わ 
る ( 左 か ら ) 渡辺 美帆 さん 、 有 丹羽 くん 。 

















"プリ ッ ズ 桑名 。 の 自慢 は コッ ク ピ ッ 


ノル ギア 」 は し じ め 、 人 気 の も の が ズラ リ 。 東海 エリ ア で は 、 ト も の 。 ス タン ダー ド で は な く 、 デ 
最 先端 を 行く ゲー ム ・ バ ラダ イス だ 。 ス ド ラ イ バ ー は 実況 つき で 論 り 上 


が る ソ 。 





還 和 ee 画 プ リッ ズ 生 名 店 
の リッ デー 三重 県 枝 名 市 新 西方 一 43 公 0594-84-5148 
魚 が ヒ ラ ヒ ラ こと 泳ぐ 水槽 あり 。 MA ( 金 ・ 土 ・ Ei 無休 


LCOGEED SD SDInm ど ) ピ ゴ 





店 内 を 旋回 する 双 壮 の プロ ペ ラ 機 。 
これ 、 プ ロペ ベラ の 推力 で 動い て いる 
ん だ っ て / 










ee 


H 
し 






“ - 識 18 時 以降 は 照明 も 青 か ら 赤 に 変わ っ 
_ 王 還 上 肖 ンー 回 革 て 、 夕 焼け の イメ ー ジ 。 0U 時 以降 は 
大 人 気 の 『 ス パイ ラル ホー ル 。 や 『「 ゼ ロス 。、「 シ ョ ー レ ビュ ー。 など 、 メ ダル ゲー ム は 充実 。 ポル 
ス に な っ て いる 。 
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三 ′・ 征 三 GIICG 三 公 雷 で 品 下 
硫 ※ り 黒色 上 和 る ン 咽 つ で し 距 入 吉 
反 パ ン 押 COG” 野 く レル ふ こせ 

弄り 帆 や t6 也 公 癌 叫 じ WS さ SS で で 
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ee 


ハマ グリ の 偶 煮 が 。 桑 名 駅 前 や マイ カル 桑 
こも 出店 する 新之助 具 新 ず 0594-e-0480 


ハマ グリ の 養 を 開け れ ば 、 中 に は あさ りこ と 





名 | 















養 | 
ここ の 碑 を 建て た と い 』 


さす が 可 名 


この 地 の 貝 殻 を 見 甘 
リ へ の 感謝 と 供 
だ 、 食 べら れ 
リ の 冥福 を 祈る ろう 。 


きゃ 


今 中 町 の 専 正 寺 に ある 申 墳 。 
八 マ グ 


文政 年 間 
で 。 マグ 
の た め ( 

つう 。 

た 








か つて は 地面 が 具 殻 で 覆い つく され 


る ほど だ っ た と いう ハマ グリ も 、 近 
年 で は 数 が 減少 ぎみ と か 。 
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Rm ・ 思 昌 - 9 
柏 誌 上 項 是 挫 三 萌 握 時 選 由 陣 凶 IL 眺 下 己 
束 打 過 了 包 天 に 一 型 





ー プ 








ITALAN TOMATO 
Ca 所 


チヨ コレ ー ト クレ 


尽 で し ふ ユー ト 避 直 く ロリ” 細っ も 人 6" 

抽 っ 四 つ は 記 季 生 で で Nea6 で は” 暫 人 い ひ ンジ 「 中 本 下さ ーー ふさ ー ト 
に も っ 」 ざ ペレ KS 量 じ 四 ひさ つじ し" 
| 蝶 で で 悪 Ne 陣 囲 じ は や ドー ペー 避 是 レス っ eKG 中 全球 べく …" 
SS 世 で べ 人 中 甘 さ 中だし 明 ン 細 人 つつ ー で うう 配信 さ 公 で 9 拘 GS 
ペーh ト ぬら JJ ロー うろ 8 ロ 8 刀 る や J 口 " 

掛 押 さる いじ っ し 吉 RpSNe ヘ ユー トト 世に 隔 比 で 製 1Se 公 人 S つ を 
くり お 3 入 求 G や / で し sp 癌 つと も や レン お で お? 

人 回 そく KK トト N つ で ふ ヘー ド トル で GN さ ー ト ロ 末 響 ” 窟 * ベ レン で 
J で で で て ふさ ト い ・ー ド セー Rh 日 天 失 過 螺 氏 で ゴ 裕 中臣 地内 " 
押し Nejp6 つ " ( 表 商 つ で S う ) 3G 陽 し 電路 で 皿 時 3 趣 て noap+6 
つ ” や 氏 き つっ 杉 屋 掴 走 ) 握 別 垢 堅 公 隊 Ne 棋 訓 所 林 G 民 に 一義 " 
へ 還 か JA へ GL 思 ふさ ー ト る トー さて ふせ っ 人 S 公 で 


クレ ー ブ 


フル ー ツ 


Z0 





林寺 を イタ リア ン ・ ト マ 下 カフ ェ 
丸井 戸塚 店 に ご 持参 下さ い 。 ケ ー キ 、 
また は お 弟 を ご 注文 の 際 、 1 ドリ 

ンク (ソフ トド リン ク に 限る ) を サ 
ービス させ て 頂き ます 。 

サー ビス 期限 : '95 年 7 月 20 日 まで 





生地 ]0 枚 分 (15Cf の フラ イ バ ン 使用 













薄力粉 (ふる っ た も の ) 一 一 一 80g 

、 也 欄 _ _ _- 58 
_ 塩 一 一 一 少々 (ひと ぶ ふり) 
牛乳 (人 肌 に 温め た も の ) 一 一 250cc 
コア ント ローor ラ ム 酒 一 一 一 10cc 
















4 マイ セス 少々 
_(o バ パニ ラ ア イス クリ ー ム 」 さ じ 1 本 







バター _  、 _ 8 し 1 性 
(生地 を 焼く 時 の バタ ー 少々 ) 
、_ ナー レー ンション 用 、 
人生 ノ リ ムー や や 。) 00 
0 作 0 ーー 2 』 
ハー ニラ エリセ ー ス ーー ルー 
バニ ラ ア イス クリ ー ム 適量 
チョ コー レー トク リー。4 時 
.。  。 アー モン ドス ライ スーーーー 一 商 量 
_ パナ ナ (& 好 み の フ ルー ツ ) 一 適量 


































_ 皆さん 、 お 菓子 を 作る 時 は 、 材 料 
を キッ チリ 計っ て 下さ いね 。 下 準備 
は 大 胆 に 、 飾 り は 繊細 に 。 生 クリ ー 
_ ム の し ぼり 器 に は クリ ー ム を た くさ 

_ ん 入れ すぎ ず 、 掌 に 握り 込む よう に 。 
あと は お 好み の フル ー ツ や デコ レー 
ショ ン で 楽し ん で 下さ い 。 当 店 の ク 

_ レー プ も 食べ に 来 て 下さ いね ん 
















クレ ー プ の 包み 方 を か えて の バリ エー ショ 
ン 。 ジ ャ ム や マー マレ ー ド を ガム シロ ッ プ 
で の ば し て ソー ス を 作る と 簡単 で す 。 右 べ 
ー ジ 上 の 写真 左側 で は 苺 ジャ ム の ソー ス を 
使用 し て いま す 。 
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緊張 の 舞 間 、 よ う や く 形 に な っ て きた 
クレ ー プ を ひっ くり 返し ます 。 火 か ら 
お ろ し 、 竹 車 で クレ ー プ の ふち を フラ 
イ パ ン か ら そ っ と 剣 が し て いき ます 。 
片方 の 手 で 端 を つま みあ げた ら 、 サ ッ 
と 裏返す 。 裏 面 は 焦がす 必要 は あり ま 
せん 。 フ ライ パン の 余熱 で 、 余 分 な 水 
分 を と ば す 程 度 で 充分 で す 。 


・9・ 


焼き あげ た クレ ー プ は さま し て お きま 
す 。 お 皿 の 段差 を 無く す た め に 、 キ ッ 
チリ と ラッ を 張り ます 。 写 真 を よ 
ーー く 見 て 下さ い 。 ピ ン と 張っ た ラッ プ 
の 上 に クレ ー プ を 置い て お く と 変 放 さ 
せ ず に 、 ざま すこ と が で きま すず す 。 


e 〇 e 

デコ レー ショ ン 用 クリ ー ム を 8 分 立て 
に 泡立て ます 。 生 クリ ー ム 、 砂 糖 、 バ 
ニラ エッ セン ス ( な けれ ば 省 い て も 
可 ) を ボー ル に 入れ た ら 、 氷 水 で 冷や し 
な が ら ホ イッ プ 。 泡立て 器 を スッ と 持 
ち 上 げた 時 、 “一瞬 立 ち そ うな ん だ け 
ど 、 お じ ぎ を する "“ 時 が 、 8 分 立て の 
見 極め 。 立 て すぎ る と 分 離す る の て 気 
を だ つけ で 


・10・ 


フル デーン を カッ ト し まま 。 パナ は ほ た 
て 半分 に 、 そ の 他 、 好 み の フ ルー ツ は 
1 cm 角 に 切る と いい で し ょ う 。 苺 、 ピ 
ー チ 、 パ イン 等 々 季節 の フル ー ツ を 楽 
し みた いで す が 、 ス イカ だ け は 生 ク リ 
ー ム に は 含 わ な いよ う で ず よ 。 


・]11 ・ 


クレ ー プ 皮 に フル ー ツ を 巻き ます 。 生 
クリ ー ム を し ぼり だ し 、 そ の 上 に バナ 
ナ を の せる と 、 パ ナナ が 固定 し て 巻き 
や すく な り ま す 。 あ と は クル クル ッ と 
転がし て 下さ い 。 


e ] 2 2 e 

いよ いよ フィ ニッ シュ 。 和 飾り 用 に パニ 
ラ ア イス を クレ ー プ に の せ 、 生 クリ ー 
ム を し ぼり 出し ます 。 左右 3 cm の ジ 
グ ザ グ 形 に し ぼり 器 を 動か し 、 キ レイ 
な 形 に 仕上 げ て 下さ い 。 最 後に チョ コ 
クリ ー ム を か け 、 ア ー モ ンド と チェ リ 
ー を 和 飾っ た ら 出 来 上 が り 。 も ちろ ん デ 
コレ ーション デザ イン は 、 あ な た の セ 
ジス に お まかせ / 


※ デ ザー ト 以 外 の クレ ー プ 皮 の 利用 法 : タコ ス 皮 の よう に し て 、 レ タス ・ カ ツレ ツ ・ 中 濃 ソ ー ス or ケチ ャ ッ プ を 巻く と 軽い ラン チ に も good ノ 

















バタ ー を 除く 生地 材料 を 混ぜ ます 。 牛 
乳 は 最後 に 入れ ます が 、 人 肌 に 温め て 
3 回 に わけ て 入れ ます 。 生地 は こね す 
ぎる と ー シ が 軸 で じ ま う の で | 力 を 和信 
れず サク サク ッ と 混ぜ ます 。* バ ニラ 
エッ セン ス が な い 場 合 は バニ ラ ア イス 
クリ ー ム で 代用 、 た だ し 砂糖 は 半量 に 
減ら すこ と 。 コ アン トロ ー が な けれ ば 
ラム 酒 で 香り づけ を 。 


2 の IN 


混ぜ 合わ せ た 1 の 生地 を こし ます 。 こ 
すこ と で 、 全 !b の ダマ を な くし 、 な め 
ら か に する こと が で きま す 。 こ の 作業 
くれ ぐれ も 忘れ ず に ,/ こし 器 が な い 
場合 は 、 大 きめ の 茶 こ し で も 代用 で き 
の 3 ぐし まう 。 


うー 


小さ じ 1 杯 の バタ ー を フラ イ バ パン で 熱 
し ます 。 キ ツネ 色 に な る 寸前 (バタ ー は 
焦げ や すい の て 気 を つけ て ) で 火 か ら 
お ろ し 、 2 の 生地 に 加え ます 。 ま 写真 
の よう に ここ で は 泥 ぜ ず に 、 この まま 
の 状態 で 、 冷 蔵 庫 で 1 時 間 ほ ど ね か せ 


ます ⑨。 
・ イ ・ 

生地 を 焼く 作業 に 入り ます が 、 フ ライ 
パン は 熱し すぎ な いこ と が 鉄則 ./ 水 
滴 を 落と し て ジュ ッ と いう よう じゃ 熱 
すぎ る 。 プロ は フラ イ パ ン を 10cm 位 ま 
で 顔 に 近づけ 温度 を 計り ます 。 120 度 
程度 の ほん の り 優 し い 温か さ を 感じ た 
ら OK (火傷 要 注 意 / )。 熱 すぎ る 時 は 
濡れ ぶ き ん に フラ イ バ パン を 置い て さま 
じ G ド SUS 


GS 


1 時 間 ね か せ た 生 地 を 軽く 混ぜ 合わ せ 
ます 。 裕 昌 の フラ イ バ パン に 薄く バタ ー 
を 塗り 、 お 玉 7 分 目 位 約 60cc の 生け} 夜 
を 流し 、 一 気 に 広 げ ま す 。 手 首 を 使っ 
で 、 フ ライ バン を まわ し 、 素 早く 、 全 
体 に 、 均 一 に 生地 を 広げ る の が ポイ ン 
ト 。 も た も た し て る と 生地 が で こ ぼ こ 
の まま 焦げ つい て じまい ます 。 


4 の 


静 火 で 1 分 弦 。 生地 の 表面 が 乾い て ふ 
ち が キ ツネ 色 に な っ て きた ら 、 裏 に ひ 
っ くり 返す 時 期 , 時 間 よ り も 、 目 で 確 
か め て 。 焼き が 足り な いと 、 フ ライ バ パ 
ン か ら う まく 剣 が れ な いし 、 焼 きす ぎ 
る と 生地 が パリ パリ に 固く な っ て し ま 
いま す 。 とにかく 怖 重 に 片 時 も 目 を 離 
さ な い で ヨ ./ 





VS 李 超 狼 戦 


李 の 使っ て 来る 技 は 、 基 本 的 に は ロウ と 同じ 
系 統 の も の 。 も と も と 中 段 攻 撃 が 少な い の で 、 
その 攻撃 は 「 レ フト ジャ ブラ ッシュ 」 や 「 ス 
ピン キッ クコ ン ボ 」 な ご ど 、 上 段 に 集中 し や す 
い 。 こ ご これら を し ゃ が ん で か わし 、 す ぐに 「 ス 
ライ ディ ング 」 に 移行 、 倒 れ た と ころ へ ダウ 
ン 攻 撃 を 入れ る の が ベス ト だ 。 李 は ボ ポール の 
「 三 宝 龍 」 に あたる 「 シ ュ レ ッ ダ ー キ ッ ク コ ン 
ボ 」 も 持っ て いる の で 、 た ま に 中 ・ 下 段 の 攻 
撃 も 繰り 出し て 来る が 、 気 に する 必要 は な い 。 
強気 で ご ガン ガン 行っ て も 勝て る 相手 だ 。 オ リ 
ジ ナ ル 技 と し て 、「 ド ラゴン タイ プ 」 の 代わ り 
に 通常 投げ 「 ネ ッ ト フ ラク チャ ー」 が ある 。 


李 超 銀 の 使い 方 








基本 的 に は 、 ロ ウ と 同じ 戦法 一 一 つま り 「 左 連 挙 」 と 同じ 操作 の 「 レ 
フト ジャ ブラ ッシュ 」 か ら 展 開 し て いけ ば いい 。 それ に プラ ス し て 、 
ポー ル の 「 三 宝 龍 」 と 同じ 操作 で 「 シ シュレッダー キッ クコ ン ボ 」 を 
出せ る の が 重要 な ポイ ント だ 。 威力 の 大 きい この 技 を 、 中 段 攻 撃 と 
し て 取り 入れ て 戦術 を 組立 て て いこ う 。 投げ 技 は 、「 ネ ッ ク フ ラク チ 
ャ ー」 よ り も すぐ に ダウ ン 攻 撃 に 入り や すい 「 折 棋 パン チ 」 の 方 か 





李 超 狼 10 連 コン ボ 
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VS 態 戦 


見 た 目 は 相当 珍し い 動物 キャ ラク ター の 熊 。 
し か し VS ジャ ッ ツ ク 戦 を 想定 し て 戦え ば 0K 
だ 。 ポ ー ル 必殺 の 「 崩 挙 」 で 一 気 に 倒 し に 行 
寺 た いと ころ だ が 、 こ れ が な か な か 入り に く 
い 。 そ こ で 足技 を 中 心 と し た 戦い か ら 入 っ て 
行こ う 。 ま ず ス ター ト こ 同時 に 距離 を 置き 「 三 
宝 龍 」。 そ し て 起き 上 が る と ころ を 狙っ て の ジ 
ャ ンプ ロロ K。 タ イミ ング さえ きち ん と 合わ せ 
れ ば 、 こ の ジャ ンプ HK を 繰り 返す だ け で 楽 
勝 だ 。 起き 上 が か り 時 な ら 「 崩 健 」 を あて る こ 
と も 可能 。 コ マン ド 入 力 の 易い 方 を 選べ ば 間 
違い な い だ ろ う 。 接近 戦は 比較 的 威力 の 大 き 
い 投 げ 「 ベ アハ ッ グ 」 に 要 注 意 。 


態 の 基本 形 は ジャ ッ ク だ が 、 そ れ 以 外 の 流用 技 も 魅力 的 だ 。 ま すず す 、 
ミ シ ェ ー ル の 「 通 天 砲 」 に あたる 「 ベ アヘ ブン キャ ノン 」。 こ れ は リ 
ー チ が 長い だ け あ っ て 、 使 い 勝手 か いい 。 ま た 、「 超 ば ち き 」 に あ た 
る 「 ベ ア ば ぱち き 」 は 一 八 の 場合 と 違っ て 、 進 行方 向 に 十字 キー を 1 
回 入れ る だ け で 出す こと が で きる 。 投 げ 技 は 「 ベ アハ ッ グ 」 が オス 
ス メ だ 。 


熊 1 連 コン ボ 








の 、 つの 、 9、 2⑨、 。 参 、 〇 ⑨、 の 、 O 、 の の 
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一 八 を 使う 上 で 、 絶 対 に マス ター し た い の が 「 風 神 筆 」 で ある 。 威力 も 大 き 
く 、 コ マン ド の 難易 度 も 高く は な い 。 これ で 相手 を ダウ ン さ せ た ら 、 す か さ 
ず 「 破 確 就 」 ま た は 「 和 骸 割 り 」。 こ れ が 基本 だ 。 投げ 技 か ら 入 る の で あれ ば 、 
基本 技 の 「 旋 就 り 」 が 最も 有効 だ 。10 連 コン ボ は 、 ダ ッシュ 動作 か ら 入 ら な 
けれ ば な ら な い の で 、 難 易 度 が 高め 。 そ し て 、 4 発 目 と 6 発 目 が 事 続 技 の 区 
切り と な っ て いる の で 、 こ こ で の 入力 を 注意 し な いと 10 連 が 完成 せ ず に 終了 
し て し まう 。 最 後 は 「 風 神 筆 」 の 強力 版 「 雷 
普段 は 減 多 に 決ま ら な い 技 だ け に 、 爽 快感 は 最高 だ 。 
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ポー ル の 場合 、 ウ ラ ワ ザ を マス ター する 必要 は ほとん ど な い 。 それ より も 、 
基本 技 と 説明 書 に ある 6 種 の 必殺 技 を 完璧 に 身 に 付け よう 「 沙 葉 」 で ガー ド 
を 揺さぶり 、 ダ ウン し た ら 、「 岩 石割 り 」、 立 ち 上 が り に 「 崩 筆 」 だ ./ 中 で も 
必須 と 言え る の が この 「 崩 筆 」。 こ れ の 使え な い ポ ー ル な ん て 意味 が な い 言 い 
切れ る ほど 。 こ の パタ ー ン に 「 三 宝 龍 」 や 基本 技 を 混ぜ て いけ ば 、 圧 倒 的 な 


内 強 さと な る 。10 連 コン ボ は 、 ジ ャ プ 、 ス トレ ー ト 、 足 ば らい 等 多彩 な 技 の 組 


み 合 わせ が 魅力 的 だ 。 3 発 、 4 発 、 3 発 の 3 段階 で 構成 され て いる の で 、 ガ 
ー ド され た ら 無 理 に 10 連 を 狙わ ず 、 途 中 で 攻撃 を 変え て みる の も 手 だ 。 












































技 名 =  \Y し | 攻撃 種類 
ワン ツー パン チ た 。 
PKK コ ン ボ bet も 上 、 上 
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較 表 中 の っ 


園 :-EI の ある 技 と 技 の 間 で 攻撃 を 受け 
て いる 側が 一 瞬 フ リー に な り ガ ー 
ド 、 
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記 写 説明 
(太い 矢印 ) は 長く 押す 。 
(細い 矢印 ) は 短く 押す 。 


脱出 、 反 撃 等 が で きる 。 


PAUL PHOUENIX 


ホ ポール ・ 











VS アン ナ ・ ウ イリ アム ズ 戦 


「 ニ ー ナ と 技 の 系 統 が 同じ だ か ら 」 な ご と 、 た 
か を くく っ て いる と 痛い 目 に あう の が アン ナ 
だ 。 漫然と 戦っ て いて は 、 勝 利 を つか むこ と 
は で き な い 。 ス ター ト し た ら 、 と も か く ダ ッ 
シュ で 近づき 、 ま ず は 「 届 反り 」 か 「 四 方 投 
げ 」 で 投げ る 。 倒れ て いる 時 間 が 短い の で 、 
ダウ ン 攻 撃 に は こだわ ら ず に 起き 上 が り を 待 
つ 。 そ し て 起き 上 が っ て 来る と ころ へ 、 ジ ャ 
ンプ HK。 一 度 倒し た ら 、 二 度 と 立ち 上 が ら せ 
な いと いう 位 の 意気 込み で 、 ジ ャ ンプ HK を 
連発 し て いこ う 。 4 、5 回 も 繰り 返せ ば KO 
だ 。 逃げ られ た 時 に も 焦ら ず 同 じ パ ター ン を 
繰り 返し て 行け ば 大 丈夫 。 


アン ナ の 使い 方 


アン ナ は 、 全 て の 技 が ニー ナ と 同じ な の で 、 ニ ー ナ で も 使え る 戦い 
方 を 教え よう 。 そ れ は 最大 威力 の ガー ド 不 能 技 「 ハ ン テ ィ ン グ ス ワ 
ン 」 の 使い 方 で ある 。 ス ター ト こ 同時 に ダッ シュ し 、 ま ず は 「 四 方 
投げ J。 そし て 少し 下 か っ で 『 人 ハル シディ ング スワ シン 」 を 出す ず 、 こ れ だ 
け だ 。 モ ーション の 大 きい 技 な の で 、 起 き 上 が る 前 に その 部 分 を 終 
わら せ て し まう 訳 だ 。 ビ PU 戦 で は か な り 使 える ぞ 。 


アン ナ 10 連 コン ボ 


入力 | @ に ye @ 

















VS 圭 棟 雷 戦 


通常 投げ は オリ ジ ナ ル と な る が 、 そ の 他 の 技 
は ほとん ど ミ シェ ー ル こと 同じ な の が 王 だ 。 中 
で も 、 王 が 好 ん で 使っ て 来る 技 の ひと つ に 、 
「 通 天 砲 」 が ある 。 こ れ が 当たる と 非常 に つら 
い が 、 ス キ の 大 き な 技 な の で 、 キ ッ チ リ 見 切 
っ て 「 三 連 ハ イキ ッ ク 」 を 当て て いこ う 。 ご 
れ を 繰り 返す だ け で も 勝て る の だ が 、「 三 連 八 
イ ギ キッ ク 」 か ら 「 ド ラゴン スラ ッ シ ョ 」 へ 移 
行 し て 、 倒 れ た と ころ を ダウ ン 攻 撃 、 起 き 上 
かがり に ジャ ンプ HK と いう 黄金 パタ ー ン も あ 
る 。 ま た 、 時 々 「 双 当 破 」 を 出し て 来る こと 
も ある の で 、 こ れ も ガ ー ド する の で は な く 、 
バッ クス テッ プ で し っ か り と 避け よう 。 


デリ 
王 梗 電 の 使い 方 


工 本 的 な 戦法 は ミ シ ェ ー ル と 同じ だ が 、 通 常 投げ か が 「 残 月 (HP 
RK)」 と 「 首 投げ (LP&LK)」 の 58 種類 の オリ ジ ナ ル 技 と な る 。 
「 残 月 は 相手 を ふっ 飛ば す 投げ 技 な の で 、 痛 中 か ら の 「 ダ ッシュ ス 
ラッ シュ キッ ク 」 や 「 ダ ッシュ スラ イデ ィング 」 に 繋げ る の が いい 
だ ろう 。「 首 投げ 」 な ら 、 ダ ウン 攻撃 を 加え て か ら 「 双 挙 破 」 だ 。 好 
み の 方 を 使 お う 。 














王 棟 電 10 連 コン ボ 
、 還 由 回 回 
較 へ | T。 | 。 | s 








「 双 和 挙 破 」 と 足技 系 の 「 コ ン ボ 」、 ダ ウン と 立ち の 両方 に 使え る 「 ニ ー ル キッ ク 」 
が ニー ナ の 基本 だ 。 こ の 「 ニ ー ル キッ ク 」 は “ひる み 技 ” な の で 立ち ガー ド 
され て も 次 の 技 に 移行 で きる の で 便利 だ 。 さ て 、 ニ ー ナ で プレ イ す る な ら 一 
度 は キメ た い の が 、 サ プ ミ ッ シ ョ ン の 連携 だ 。3 種 の 繋ぎ 方 が ある が 、 「 党 握 」 
か ら 「 立 逆 脇 回 」、「 裏門 鷹羽 絞 」 へ の 連携 が 美しい 。 方 向 キー 入力 か ら 10 回 
の ボタ ン 入 力 は 高 難度 だ が 、 練 習 す る 価値 は ある 。10 車 コン ボ は 4 発 、 1 
玩 、 5 発 か ら な る が 、 真 ん 中 の 1 発 が ネ ッ ク 。 こ こ で 返さ れ て し まう 可能 
が 高く 、 中 眉 攻 撃 も な いた め 、 し ゃ が み 防 御 さ れ や すい 。 


NINA WILLIAIMS 


ニー ナ ・ 


ワイ リル ムズ 












































































組 
EE 
Rg 
抱え 込み 肘 打 ち 
ww 
首 刈 り 十字 固 掌握 中 ぬっ OWCae や 
立 逆 脇 回 
裏門 座 立 逆 脇 固 中 ca っ WoOeeoe* | 
捨 逆 脇 固 eoCaO-ee や 
ダブ フリ ルス マッ ショ 上 、 上 
K ヨ ノボ は 上 、 上 
PDK コ ン ボ 1 上 下 








中 段 攻撃 や 一 撃 必 殺 の 技 が あま りな い ロ ウ は 、 ス ピー ド を 活か し た バト ル を 
展開 し よう 。 そ の 要 と な る の が 、 同 じ ボ タン を 押す だ け て で 入力 も 簡単 な 「 左 
連 和 」 だ 。 こ の 「 左 連 魏 」 が ヒッ ト す れ ば 、 そ こ か ら 「 ド ラゴン ナッ クル コ 
ン ボ 」 や 「 ド ラゴン スラ ッシュ 」 へ 繋ぐ こと は 比較 的 簡単 だ 。 また ロウ に は 
見 せる 技 が 多く 用 意 さ れ て いる 。 通 常 投げ の 「 折 橋 パ ンチ 」 や 「 ド ラゴン ダ 
イプ ブ 」、 足 技 の 「 ド ラゴン サマ ー」、「 サ マー ソル ドド ロッ プ 」 な ども 美しい 。 
技 ー 

折 橋 パン チ 

ドラ ゴン タイ プ 


ステ ッ プ イン ミド ルキ ッ ク 


MARSHALL LAW 


マー ツ 飛 ワ 























中 


左 連 挙 き 



























に ラーン ノ ナッ クル コン ボ っ ぐ C9OS の り 上 、 中 、 上 
ドラ コン ナッ クル ヨン ボ do や 下 , 夫 

サマ ー ソ ルト ドロ ッ フ 
フェ イン トミ ドル キッ ク 3 連 ハ イ の 途中 に レバ ー 前 中 

スラ イ テ ィ ンク し ゃ が み 状 態 か ら ( 下 
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ドラ ゴン サマ ー 
ドラ コン ファ ング 













で キャ ン セ ル ) 





中 | 上 | 上 よ | よ [| よ 
区 還 カ | in | 5 | 7 | s | 7 | 








VS アー マー エン クル 


中 ボス を 相手 に 、「 ジ ャ イア ント スイ ング 」 な 
ん て 入り は し な いか ら 、" か っ こい いし 勝ち 方 " 
に こだわ っ て も いら れ な い 。 ス ター ト て と 同時 
に 「 エ ル ボ ー ド ロッ プ 」 で ひる ませ 、 ダ ッ シ 
ュ で 追い か け て も う 一 発 「 エ ル ボ ー ド ロッ プ , 
で も 、 い き な り 「 コ コナ ッ ツ クラ ッシュ 」 で 
も 構わ な いか ら 、 と も か く ダ ウン を 礁 お う 。 
そし て 小 ダ ウン 攻撃 を 当て 、 さ ら に 起き 上 か 
り を 「 ナ ッ ク ル ボム 」 で 迎撃 する 。 こ こ で も 
肝心 な の が 、 一 度 ダウ ン を 奪っ た ら 二 度 立 
た せな い 、 と 言う こと だ 。 ア ー マ ー キ ング は 
「 二 神 挙 」 を 持っ て いる の で 、 こ れ を も ら ぅ うこ 。 ご 』 」 
と だ け は 絶対 に 避け た い 。 ' に ブ 


アー マー キン の IL 方 


「 雷 神 挙 」 も 出せ る キン グ 、 そ れ が アー マー キン グ で ある 。 こ と は 言っ 
て も 、「 雷 神 挙 」 自 体 が 、 見 切り に 先読み と いっ た 高度 な テク ニッ ク 





を 駆使 し こし か 当たら な い 技 な の で 、 あ まり お 得 感 は 感じ られ な い 。 


普通 に キン グ を プレ イ す る よう に 使っ て いく 方 が いい だ ろう 。 た だ 、 
一 八 で プレ イ す る 相手 に キマ れ ば 、 奴 は 屈 情 感 で 一 杯 に な る こと 間 
違い な し だ 。 


アー マー キン グ 10 連 コン ボ 
入力 @- つ 6 Ce @ つ GO や O4 ot ひけ @ @ つ っ | 











VS . ジャ ッ ク 戦 


P. ジャ ッ ク は 、 ジ ャ ッ ク を も 凄 ぐ 桁 外れ の 
パワ ー の 持ち 主 だ 。 そ れ だ け に うか つ に 戦い 
を 挑む と 、 数 秒 で や られ て し まう こと も ある 。 
スタ ー ト し た こと 同 時 に 、 ま すず 投げ に 行こ う 。 
で きれ ば 「 バ イル ドラ イ バ ー」 で 大 ダメ ー ジ 
を 与え た いと ころ だ 。 こ ご ここ で 入れ ば 儲け も の 、 
後 は 起き 上 が り に 「 ハ ンマ ー ナ ッ ク ル 」 を 当 
て て いけ ば 楽勝 パタ ー ン に 入れ る 。 最初 の 攻 
撃 は 、 何 も 投げ で な けれ ば いけ な いわ け で は 
な い 。 す か ざさ ず ダ ッシュ し て 「 パ ワー シザー 
ス 」 こ と いう 手 も あ る 。 た だ 、 こ れ は ガー ド さ で さ 
れ て し まう と キソ ツイ 反撃 が 来る の で 、 一 種 バ ※ 
クチ 的 な 戦法 で ある が …。 


ロ . ジャ ッ ク の 使い 方 


ジャ ッ ク を パワ ー ア ッ プ し 、 バ ラン ス を 崩し た 感じ な の が ロ . ジャ 
ッ ク だ 。 こ れ だ け の 破壊 力 が か あれ ば 、 必 殺 技 に こだわ ら す ず に 、 基 本 
技 だ け で ゴリ ゴリ 押す だ け の 『 力 技 " で も 勝て て し まっ た りす る 。 
ジャ ッ ク に も 言え る こと だ が 、 し ゃ が み パ ンチ で の 中 ・ 下段 攻撃 か 
ら の 連携 が 有効 だ 。 ここ か ら 「 ダ ブル ハン マー」 や 「]0 連 コン ボ 」 
に 繋げ る の いい だ ろう 。 


P. ジ ャ ッ ク 10 連 





























スク ょ Ob @ や も eo eo の あ 5 96 あの 6 の ee 
箇 9 OO 才 〇 O 〇 O ・ の C の @ 〇 
攻撃 種類 こ J* 下 r|* 中 | 上 | 中 | 中 * ls 
所 ー | | | 部 
攻撃 力 SS、|mlBlsgli | 1 6 B | B | 85 
っ 1 こ J | 

















キン グ は レス ラー だ け あ っ て 、 喪 過 な 投げ 技 が 多く 用 意 さ れ て いる 。 最 も 威 
力 の 大 きい 「 ツ ー ム スト ン パ イル ドラ イ バ ー」 と 、 通 常 投げ の 「 コ コナ ッ ツ 
クラ ッシュ 」 が オス ス メ だ 。 投げ を 打っ て 、 ダ ウン 攻撃 、 起き上がり を 「 ナ 
ッ ク ル ボム 」 と いう の か 必勝 パタ ー ン だ 。 下段 攻撃 の 「 ア リキ ッ ク 」 も 使い 
易い 。 し か し プロ レス は 見 せる 格闘 技 で ある 。「 フ ラン ケン シュ タイ ナー」 や 
「 ジ ャ イア ント スイ ング 」 を 織り 混ぜ る の が 、 や は りか っ こい い 勝 ち 方 だ ろ 
う 。10 車 コン ボ は 上 ・ 中 ・ 下 段 が 商 度 に 組み 合わ され て お り 多 彩 。 特 に 後半 
の 「 ア リキ ッ ク 」 か ら 中 段 攻 撃 へ の 移行 が 有効 だ 。 


技 名 ココ ーー マ ン ドド 攻撃 種類 









































































ブレ ン バ ス ター 接近 し て で WW 

ココ ナッ ツク ラッ シュ | 拉 し て @。 

DDT 接近 し て ン ン @* 

ツー ム ス ト ン パ イル ドラ イ バ ー | 接近 し て ンー@"* 

ジャ ガー ドラ イ バ ー 接近 し で @- 

ジャ イン トス イン グ 接近 し て @ 
ワン ツー パン チ @ つ で | 上 、 上 
アリ キッ ク 座り 前 進 始め ご -@O-@O-@ 
アリ キッ ク (カウ ンタ ー 時 ) | 座り 前 進 始め ご -@xX5 

スマ ッシュ アッ パー 

ミド ルス マッ シュ | ニレ バー ニュ ー ト ラル 所 
ダイ ナマ イト アッ パー し ゃ が み 状 態 か らき 
フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー | ( 投 け 間合い 外 ) ヽ <@e 

フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー | (投げ 間合い 内 ) ヽ qe 








OH 5TART TI 
比 陰 


動き は 遅い が 超級 の パワ ー を 持つ ジャ ッ ク は 、 力 技 で 相手 を 呆 き 伏せ よう 。 
まず 打撃 技 と し て は 、 最 大 威力 の 「 メ ガト ン パ ンチ 」 と 、 上 ・ 中 段 へ の 振り 
分 けが ある 。「 ハ ンマ ー コ ン ボ 」、 ダ ウン 攻撃 に も 使え る 「 ハ ンマ ー ナ ッ ク ル ,」 
を マス ター し よう 。 ス キ は 大 きい が 意外 と 入り 易い の が 「 パ ワー シザー ス 」。 
投げ 技 な ら 、 破 壊 力 の 大 きい 「 パ イル ドラ イ バ ー」 と 、 入 力 の 簡単 な 「 リ フ 
ト ア ッ プ スラ ム 」 を 使っ て 行こ う 。10 連 コン ボ は ガー ド さ れ や すい きら い は 


、 あ る も の の 、 全 キャ ラ の 内 で 最高 の 威力 を 誇り 、 ま さ に メガ ドン 技 だ 。 









































































































届 ョ ヨコ く ソ 攻撃 種類 
リフ ト ア ッ プ スラ ム | 接近 し て 
| ヘル プレ ス e。 有 
バイ ルド ライ バー 接近 し て ン 一 we 目 
バッ ク ブ リー カー | 接近 し て 」 ン ー 四 
ピラ ミッ | ライ バー 接近 し て @-- 
スプ リン グ ハ ン マー パン チ ダウ ン 中 we 中 
スト レー ト + エ ル ボ ー Sxe7 SS 上 、 中 
ダブ ル ア ッ パー 立ち 上 が り 途 中 w 中 
ダブ フル ハン マー | 立ち 上 が り 途中 @Woe あ や 中 、 中 
スイ ング し ナッ クル | し ゃ が み 前 進 し 始め ce 中 、 中 、 中 
スイ ング ロナ ッ ク ル し ゃ が み 前 進 し 始め Wo 中 、 中 、 中 
1 ee カー ド f 
Mil kasai | (た だ し 1 斬 は 立 ち ガー ド ) 
その 場 し ゃ が み し ゃ が のみ 途中 の 
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VS 州 光 戦 ] 


吉光 相手 に 苦戦 し な い 人 な ら 、 ま っ た く 問 題 
な し て と 言え る の が 州 光 だ 。 中 ボス に も 関わ ら 
ず 、 技 も 少な い の で 楽勝 だ ろう 。 ス ター ト 直 
後に ダッ シュ し て 投げ 技 を 入れ る の が 基本 だ 
が 、 た ま に ハ イキ ッ ク を 出し て くる こと が あ 
る 。 そ の 場合 は 、 焦 ら ず に し ゃ か わし 、 そ れ 
か ら 投 げに 行こ う 。 そ し て 起き 上 が り に 「 突 
双 当 」 を 当て る 。 中 ボス だ け あ っ て 、 吉 光 よ 
り も ダウ ン か ら の 起き 上 が り が 早い た め 、 ダ 
ウン 攻撃 は 無理 し て 狙わ な い 方 が いい だ ろう 。 
あく ま て 起き 上 がり の 迎撃 に 的 を 絞っ て いれ 
ば 活路 が 開け る 。 こ の パタ ー ン を 2 回 も 繰り 
返せ ば 、 も う 君 の 勝ち だ 。 


_ 州 光 の 使い 方 


州 光 は 吉光 の スケ ー ル ダウ ン こ と いっ た 感じ が 強い 。 な ぜ な ら ば 「 斬 
実 刻 」、「 絶 鳴 刻 」 の ? 種類 の 人 刻 技 が 使え な いか ら で あ る 。 そ の た め 
コン ボ も 、 刻 を 使っ た 最後 の 3 発 が 省 か れ 、10 連 で は な く 7 連 で 終 
わっ た し まう の だ 。 そ の 他 の 技 に 関し て は 揃っ て いる の で 、 吉 光 こ と 
同様 の 戦法 が 使え る 。 対戦 時 の ハン デ と し て “吉光 VS 州 光 " と いう 




















の も …… バ 

る 上 み ゃ 人 トコ 
いい 
州 光 7 連 コ ン ボ 
に _O @ 〇 .⑨⑥、、。⑨. 9⑨ @⑥ 
入力 る 〇 の び 久 びる ひび @ @C て 
攻撃 種類 TS 上 中 中 上 上 下 中 
攻撃 力 5 3 9 9 5 











ーー ザー 4 
VS 厳 竜 戦 「 
央 竜 は 、 敢 えて 言え ば ジャ ッ ク に タイ プ が 似 令 


て いる が 、 メ イン キャ ラ の 流用 で は な い 唯 一 
の キャ ラク ター だ 。 そ の 破壊 力 は 絶大 で 、 一 
瞬 た り と も 気 を 抜く こと は で き な い 。 こ ご この 過 
竜 を 倒す た め の ポ イン ト は 、「 飛 び 膝 蹴り 」 に 
ある 。 ス ター ト て 同時 に ダッ シュ し て 、 ま すず し / 
「 双 破 」 で 投げ る 。 そ し て 、 起 き 上 が っ て 来る 訂 
と ころ へ タイ ミン グ を 合わ せ て "飛び 膝 蹴 り 」 
で また ダウ ン を 奪う の で ある 。 ま た 、 投 げ を 
使わ ず に ひたすら "飛び 膝 蹴り 」 を 繰り 返す 
と いう 方 法 も ある 。 ど ちら に し ろ 起 き 上 が り 
が 早い の で 、 ダ ウン 攻撃 を 入れ る 奈 裕 は な い 
だ る ろう 。 


厳 意 の 技 は 、 一 発 ご と の 威力 は 大 きい も の の 、 下 段 攻 撃 が 少な いた 
め 上 下 に 振っ て 揺さぶる こと が か できない の が ウィ ー ク ポイ ント で あ 
る 。 ま た 、10 連 コン ボ も 持っ て いな い 。 そ ん な 中 で 、 数 少な い 中 ・ 
下段 を 取り 混ぜ た 技 が 「 相 撲 ラッ シュ 」 で ある 。 こ れ と 、 ジ ャ ッ ク 
と 「 メ ガト ン 張 り 手 」 に あたる 「 メ ガト ン 突 張り 」 を 当て れ ば 、 そ 
れ だ け で KK0 も 夢 で は な い 。 


















FT ニコ ad we 
厳 竜 相撲 ラッ シュ 
し ゃ が み と @. ら 
IN > @ @ @ @- 
| - に に 
攻撃 種類 | 主 事 中 BE 
| | 
| 攻撃 18 18 18 18 18 
て J 





一 撃 必 殺 技 は な いも の の 、 下 段 攻撃 か ら の 連携 技 が 多彩 が の が ミ シ エ ー ル だ 。 
その 要 と な る の が 「 前 掃 有限 」 で 、 こ こ か ら 「 前 掃 十 字 把 」、「 前 掃 扇 服 」、「 後 掃 
妥 」 な どの 下段 攻撃 、 ま た は 中 段 攻 撃 「 蒼 空 如 」 へ と つなぐ の が いい だ ろう 。 
ここ まで な ら 、 入 力も さ ほ と 難し く は な い 。 立 ち 技 と し て 便利 な の が 「 突 双 
魏 」。 当 た れ ば 威力 は 大 きい し 、 た と えば ガー ド さ れ て も 相手 が ひる む の で 、 
そこ へ すか さ ず 投げ を 打てる 。10 還 コン ボ は 上 ・ 中 下段 取り 混ぜ た 攻撃 で 、 
入力 も 比較 的 易しい 。 し か し より 確実 に する た め に は 、 ま ず 「 背 面取り 」 を 
し て 、 背 後 か ら 始め る の が いい だ ろう 。 


WILHHII 症 BiAUIG 
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| 技 _ 名 ュー ソ 「 | 攻 軸 舌 
フィ ッ シ ャ ー マ ン ズ ス ー プ レッ クス | 接近 し て ご We 
フロ ント スー プレ ックス 接近 し て @ つ ト 
ジャ ー マ ン スー プレ ックス | 痛 面 取り 中 @ 
通 天 砲 @ つ @ つ @ つ 上 、 中 、 中 
通 天 砲 @ つ @ つ | 中 中 

し ゃ が み 途 中 下 。 | 
前 掃 連 服 し ゃ が み 途 中 ご こび | 下 、 上 
前 掃 屋 し ゃ が み 途 中 ご @ + ひ @ | 下 、 下 
| 到 朋 中 前 大 ジャ ンプ 始め ceW ] 
回 
大 纏 月 近 月 畠 ヒッ ト 中 に @ で |  』 栓 ヒッ ト 後 めす 和 る 
在 弓 叔 後 掃 服 中 < ぶ - 中 
絶 招 通 天 砲 + (片足 を 上 げた ら ) @ ガー ド 不 能 


























〇 >) つ う 3 も の O や もつ OO や. ひ @W ひび @W e て 
で 〇 @ @ 人 @ e 9 8 
| 下 | 上 | 中 | 上 | 下 | 中 


牙 軸 カ | 16 | 6 | 6 | 6 | 6 | 6 | 6 | 7 | 8 | | 




















唯一 の 武器 攻撃 を 持つ キャ ラク ター が 吉光 だ 。 特 に 「 絶 鳴 剣 」 は 最大 威力 の 
技 だ が 、 ス キ が 大 きい の で な か な か 使う 機会 に 員 ま れ な い だ ろ う 。 そ こ で 刀 
を 使う の で あれ ば 、 威 力 は 小さ い が ス キ の 少な い 「 斬 突 剣 」 の 方 が 有効 だ 。 

これ は ダウ ン 攻 撃 に も 使う こと が で きる 。 実戦 区 に は 、 上 ・ 中 段 へ の 振り 分 
け 技 稲妻 」、 足 ば らい の 「 露 杖 い 」、 通 常 投げ 「 双 破 」、 立 上 が り に 「 飛 び 膝 
蹴り 」 な ど を 組み 合わ せな が ら 戦 う の が いい だ ろう 。 10 車 コン ボ は 、 タ イミ 
ング が 難し く 、 ス キ も 大 きい の で 反撃 され や すい 。 し か し 最後 が ガー ド 不 能 
な 剣 技 3 連発 "な の で 、 何 が 何で も 10 還 まで 繋げ た い 。 
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| 胡 ュー バー 攻撃 種類 
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倒木 中 EEEHE @ 中 
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PK コ ン ボ 

















だ SS 勾 で 


大 空 の 甘 克 一 " 究 訂 子 "を 選 許 ゼノ 


イヤ ー を 一 朋 に し て 激しい 空中 戦 の 真っ 只 中 
SeNANVSRNN SA 
1 


1 
大 空 を 天地 無用 に 駆け 





ーー ンプ で て / 1 J 
る め ま じ か じ 、 タイ トル が 
変わ っ た 、 る 移植 で は な い 。 戦 
闘 機 を 操り 敵 を 撃破 する 空中 戦 ゲ ー ム で ある こと に 変わ り は 
な い が 、 プ レイ ステ ーション な ら で は の 要素 が 、 ギ ッ シ リ 詰 


まっ て いる の だ 。 そ の 片鱗 を 少し だ け お 


遍 
中 
\ 
9- 
ヽ )/ 
h 


絶対 方 位 計 口 目標 コン テ ナ 電電 捉 えた 交 を マー ク 


絶対 方 位 (東西 南北 ) 22 ニル サイ ルル シー カー 


が 表示 され る 。 

ミサ イル 専用 レー ダー で 、 敵 を 自動 追尾 し ます 。 
この ^ 印 が 目標 コン テ ナ の 口 と 重なる と 、 赤 く 光 
り 、 敵 を ロッ クオ ン し た 状態 に な る 。 


oo 





















機体 水平 線 





メッ セー ジ エ リ ア 


後頭 部 座席 に 搭乗 し て いる レー ダー 手 か ら の アド バイ 
ス や 、 ゲ ー ム 進行 の メッ セー ジ が 表示 され る 。 ご どれ も 
重要 な 情報 ば か り だ か ら 、 常 に 注意 を お こ た る な / 


高度 計 


画面 は 、 了 臨場 感 あ ふれ る “コッ クビ ピッ ト ・ ビ ュー" と 、 全 体 の 様子 
を 把握 し や すい “テー ル ・ ビ ュー" の 6 種類 に 切り 替え られ る 。 


機体 ダメ ー ジ 表示 


英機 攻撃 な ど で 、 現 在 自 機 か 受け て い 
る ダメ ー ジ を 表示 。 


武器 践 数 





真 上 か ら 見 下ろ し た 状態 で の 、 敵 と 自 
機 の 位置 を 表示 。 最 短 距 離 に いる 敵 の 
位置 に よっ て 、 目 動 で ロン グレ ンジ ・ 
ミド ルレ ンジ ・ シ ョ ー ト レン ジ と 3 段 
階 に 切り 替え られ 、 ま た 全体 画面 の 表 
示 も 可能 。 





| で に] 


WC で NH ロマ 


ー ンズ じ 江 に 事 @ が に 5 KGI ド も 2 た ア J NE: ツ 以 る CA 
R 条 2 KA フリ イタ ズー。 で に - 時 間 か 経っ て いる た め 、 性 能 は 中 程度 。 
の 特殊 性 ゆえ に 全体 的 な 性 能 は 低い 。 リュ ーー 対地 ・ 対 空 両面 に バラ ンス が 取れ た 
ご ちら が と 言え ば 対地 攻撃 が 向い て “ ti 60 一 70 年 代 の 名 機 で ある 。 
いる と 叫 われ る が ……。 
























)N[ 敵 の 屋 撃 を 阻止 せよ ] 


敵 の B5E 爆 撃 及 び 〇 5 輸送 機 が 、 我 が 国 の 都市 を 攻撃 する た 
め に 飛び 立っ た 。 君 の 任務 は 、 刻 一 刻 と 近づい て 来る 編隊 を 
迎え 撃ち 、 速 や か に 排除 、 敵 の 作戦 を 阻止 する こと に ある 。 


へ 計 V こ 有力 半面 


8 旭 QO' 叶 『 テ と ェ ニ マロ メーH』 の さけ は 調 滞 き 壮 十 H9 
(T 藻 人 襲 時 閉 へ の 面 ri 叶 四 は 「 藻 層 蒲 記 四 」 具 オ 思 人 


JON [ 湾 誠 都 市 夜 』 


英 に よっ て 占拠 され て し まっ た 湾岸 都市 を 、 夜 陰 に 乗じ 
て 急 豚 せ よ / これ は 初め て の 夜間 任務 で ある 。 敵 や 地 244 リ 1 


上 建造 物 は お ろか 、 地 表 と 空 の 区 別 も つき に くい の で 、 Siee 
十分 に 注意 を し て 作戦 を 遂行 せよ 。 








2 クシ ピッ チ 対 尿 板 


ロー ル 角 ーー 機体 水平 線 と 重なっ た ライ ン が 機体 と 水平 の ピッ チ 角 
ララ クン ン (上 下 の 傾き ) を 、 機 体 水 平 線 と 交わ っ た 角度 が 機体 と 
水平 の ロー ル 角 (左右 の 傾き ) を 表す 。 


YS 口 記 里 


プ 
レ 





燃料 計 


スロ ッ ト ル の UP、DOWN や 、 ス ピー ド の 速 
さ 等 に は 関係 な く 、 時 間 制 で 減っ て いく 。 任 
務 は 、 燃 料 が なくなる 前 に 完了 し な けれ ば な 
ら な いし 、 ゼ ロロ に な る とこ 当然 機体 は 墜落 し て 


Ch 。 
と 「 』 





まう 
、 | ルモード こと ガン モー ト ) 
ミサ イル は 回 避 さ れる こと も ある 。 そ の 場合 ガン サイ ト 


4 眼下 に 広がる 夜景 に 見 と れ て いる 奈 裕 は な い 。 お や は 、 機 銃 (GUIN) で 敵 を 狙う 。 ま た 、 射 程 距 










あの ビル は 、 ナ ムコ の "横浜 クリ エイ ティ ブ セ ン ター」 離 以 上 敵 機 に 接近 する こと 追尾 が で きす 命中 し |” この サイ ト と 目標 コン テ ナ ( 口 印 ) 
に よく 似 て いる よう だ か ……| | - 「 「 の の を 合わ せ て 、 機 多 を 撃つ と 散 機 に 


命中 する 。 
ミサ イル モー ド ガン モー ド 
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敵 2 Ko 2 2 マー ク 、 寮 機 (味方) 
機 2SPEEDIiVh 宮 0 人 の ' 主旨 胃 は 白い 点 、 敵 機 は 赤 
SWoe- と ム - レア 2 議題 | で 、 地 上 物 は 黄色 
上 人 8 MS 人 で 示さ れる 。 





IISSION [ 要 枝 礁 取 ] 


英 の 本 拠 地 と も 呼ぶ べき 要塞 を 攻撃 し 、 奪 取 す る こと が 今回 の 任 
務 だ 。 地 上 か ら の 攻撃 だ け で な く 、 要 構 を 守 戦 闘 機 了 議 こ の 嫌 烈 な 交 
戦 も 予想 され る 。 地 上 建造 物 を 破壊 し 、 無 事 生還 する こと を 祈る 。 


NAGOYAAKGMA か のり が 


較 腫 oooe 絡 ” 計上 6 必 台 つり Hp 咽 陵 @ 理 ビーニー ニーー ー ニ ーー ニュー 
更改 選 国 INM こ 避 ? op 選 結 16 り け べ 涯 G | SA NN 
あ ・ い R 司 師 つ 刀 公 "を 篤い 罰 の 旨 り ド 色 NT 
HG" 疾 首 ・ 皿 縦 ※ 由 ・ 半 工 6V 訪 4 0 
選 也 0M 李 刀 " DS お 8 甘 じ 災 | べ 瞳 秀 り 貞 
区 交 中 ING 色 「 穫 居 吐 くく で 貴 由 聖 」 80 刀 7 
大鹿 蝶 短 日 ペ イー 志 抽 的 調 由 玖 沼 
選 浴 補 志 己 紀 区 下 SO 8 公 " 員 剖 押 け 店 
IN で NeRG 骨 り WU 交 穫 SM) SATT 
ロ ハ ト くり お 瑞 G 引 内 公 上 澤 坦 つ 選 7 
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画面 男 回 画 男 画 男 男 画 還 N 
あな た が ゲー ム を し た く な る と き 


夜 、 寝 よう と 思っ て 布団 の 中 に 入っ た 時 、 無 性 に ク 
レー ン ゲ ー ム が や り た く な っ て つい つい 頭 の 中 で 
シミ ュ レ ーション し て いる 自分 に 、 ふ と 気づく こ 
と が あり ます 。 

(熊本 市 まい ける の 母さん ) 


クジ ウン ドニ 80 ドジ シー が 欠 で 回 ポ お きん で だ ゆり ね 
お 母さん 、 家 事 の 息抜き に 大 い ぃ い に ゲ ー ム を し て 下さ い 。 





テス ト の 日 が 近づい て くる こと 、 無 性 に し た く な り ま 
す 。 多 避 行動 と いう も の で し ょ うか …。 

(大 阪 詩 べ ん ち さん ) 
人 守 ち 的 に あせ っ て いる 時 な ど 、 ま た カク ベツ に 面 
半 稼 決ま な 会 。 これ が 。 
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あな た が 見 つけ た 素敵 な 
ナム コマ ン ナ ムコ レデ 1 


ナム コワ ンダ ー バ ー ク 相模 原 の こ て ら ざ き さ ざん 。 平目 
夜 の 客 の 少な い 中 、『 ギ ャ ラク シア ン "』 や 『 リ ッ ジ レ 
ー サ ー」』 の 呼び 込み を し て いる けなげ な お 凌 。 正直 
いっ て ひか れ ま し た 。 一生 懸命 アビ ピー ル し 、 説 明 す 
る その 笑顔 に 負け て 両方 と も 挑戦 し て し まっ た 私 。 
あの 笑顔 っ て 強力 な 武器 で す よ (少な く と も 僕 に 
は …)。 同じ 大 学 ? 年 だ と か 。 これ か ら も あの 声 と 笑 
顔 で 多く の お 客 さ ん に 呼び か け て くだ さい 。 ま た 遊 
びに 行き ます 。( 東 京都 名 古屋 淳 夫 さん ) 








こん な ふう に 見 て くれ た な ん て 感激 内 これ か ら も が 
ん ば り ま て す 湯 
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貴 呈 み 回 ゆめ 。 谷 一 表 義 ざさ) 。 の 誰 話 rrO み 4 史 


ー ム テー キ エンビ 省 生 ONT で 本 。 叶 4 回 0 ボ ポ 
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この ゲー ム を し た 後 


あれ が 食べ た く な る 


の リーグ サッ カー フイ ショ ニー ト 。』 等 の ズ ボ ポー ウッ 
ゲー ムー アク エリ アス 、NOCAA 等 の スポ ー ツ ドリ 
シック 。 

スポ ー ツ の 後 で すか ら …。 

@「 ネ ビュ ラス ネイ 」『 タ ンク フォ ー ス 』 等 の シュ ー 


テイ シグ ダグ バラ ハン バー カー まだ ほ サ ンド イッ チ 。 


戦闘 中 に 気軽 に 食べ られ る / 

@「 エ ー ス ドラ イ バ ー」 等 の ドラ イブ ゲー ムー ボル 
ウィ イッ ク 、 バル ウェ ーー ル 等 の ミネ ラル ウオーター 。 
特に 一 気 飲み が か うまい / 

(北海 道 田中 健太 郎 さ ん ) 


完全 に ゲー ム の 中 の 人 に な っ て いま す な ー。 いや ー、 


8 が 治 を 。 
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合 を 入れ て や る と き は 、 貫 を 脱ぐ ( 別 
に 正座 する わけ じゃ な いけ ど ご)。 な ん か こ 
っ スー ソ っ こし て イイ (。 とく ぐに! リッ リシン 
レー サー』」 の スタ ンダ ー ド の 時 も ブレ ー 
キ ペ ダル を 踏む 右 症 は 必ず 脱ぐ 。 そ う 
する と 、 ち ょ っ と や りや すし (これ っ て 
ジン クス じゃ な いか な あや)。 

(横浜 市 飯田 誠 さ ん ) 


ここ 一 番 っ て 時 に 、 靴 を 腕 ぎ た く な る 。 
燃え る 男 」 の 伝統 だ て 。 
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下 の 1 て 6 の テー マ に つい て 、 お た よ 
り を 待っ て ます 。 封 書か 官製 葉書 で 次 
の 多 先 まで 。 字 数 制限 な し 。 ほ ん の 一 
言 で も 結構 で す 。 掲載 分 に は 薄 謝 を さ 
し あげます 。 

【 宛 先 ] 〒14B 東京 都 大 田 区 矢口 6-]-81 

覆 ナ ムコ 『「 ノ ワー ズ 」 編集 室 

「 読 者 大 い に 語 る 』 係 


| . あ な た が ゲー ム を し た く な る と き 
ンプ . あ な た の ゲー ム ソ ン クス 


つつ この ゲー ム を し た 後 

つ - ぁ れ が 食べ た く な る 

| あな た が 見 つけ た 素 届 な 
"ナム コマ ツ ・ ナ ムコ レティ 

この 一 言 が 、 ど うし て も いい た い / 


回 こだわ り 対 ! ア リト フォ ソー ス 」 
「 = 
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SMHcybkA6YYSWtfR の 263 を YNS 
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うち の バア ちゃ ん は 
「 ウ ルト ラ ば あさ ん 」 で す 。「 バ パック マン 」 を 弟 と 二 人 で や っ た の で す が 、 
弟 も 小学 生 に な り 今 で は 簡単 な も の に 見 向き も し な く な っ た の で す 。 バ ア 
ちゃ ん は 可哀相 に 、 。 バル 
ア ち ゃ ん 向け に 『 と ん で る ゲー ト ボ ー ル 』 こ と か 「『 バ ア ち ゃ ん の 逆襲 こ か 」 
笑わ せる も の で 、 遊 べ る も の を つく っ て や っ て くれ ませ ん か 。 

(兵庫 県 ヤス ッ べ ぺさん) 


ゲー ム で 戦う お ば あき さん 、 こ れ っ て カッ チョ イイ / で も 、 あ と 50 年 く 5 い 
し た ら 、 こ ん な ソイ ちゃ ん や バア ちゃ ん ほ は ゲー ム サ ー ク ル つ て っ て 、 省 人 
ホー ム で 遊ん で いる よう な 気 が す る 。 シ ニア 向け ゲー ム の 開発 は 必要 だ な 。 


Val. 7 に 載っ て いた が 、 鹿 児島 で 『 ノ ワー ズ 」 を 読ん で いる 私 の 予想 は 正 
し か っ た 。 それは 「! ナ ムコ ・ ワ ンダ ー エ ッ グ 」 に は ほ は カップ ル ば か り 、 と う 
いう こと で ある 。 ご の 一 言 を 読ん で いる 僕 は ショ ッ ク を 受け た 。 恋 人 を 作 





lm【-ll 志 =』 








= さ た ニット を る ne の ーー 


ら な いこ と に は ワン ダー エッ グ に 行け な いよ うな 気 が し て きた 。 誰 か 教え 


て 下さ い / 恋人 を 作る 100 の 方 法 を 。 


すべ て の 来場 者 が カッ プル と いう わけ じゃ な いん で 、 NII 
ね 。 ま す は 、 友 達 の 子 を ワン ダー エッ ク グ に つれ て き て 2 う 


て いう 2 も 7/ リ よ 。 


EE 





文句 な し に 面白 い / 今年 の アー ケー ド ゲ ー ム の 最 
高 傑作 と 言え る の で は な いで し ょ うか 。 ガ ン シ ュ ー 
ティ ング に コン ト な 要素 が マッ チ し て いる し 、 無 制 
限 で 打ち まく れる ゲー ム が 多い の も 魅力 で すね ( 実 
は ロー ド が 苦手 )。 な お か つ 、 初 心 者 に も や さ し い 。 
これ は 大 きい と 思い ます よ 。 お か げ 様 で 昼飯 代 は 飛 
び ま す が ( 泣 )。 

と に か く や っ て 損 は な い の で 、 み ん な も や ろう / ち 
な み に 、 現 在 上 級 で 18 万 点 代 を た た き 出 すこ と に 成 
功 。!' 激 ムズ 」 も 1 回 だ け ク リア し まし た よ 。 
(北九州 市 激 ム ズ 三 郎 さ ん ) 


中 高生 の 間 で ハイ スコ ア を 続出 し て 最も 人 気 の ある 
"ガン バレ ッ ト 。。 面白 いね 。 特 に 夏休み に な っ た ら 
プレ イ す る 高校 生 が 続出 する 可能 性 が 高い 。 将 来 は 
タイ ム ト ラ イア ル バ ー ジ ョ ン を 出し て 全国 の ゲー セ 


ン で 戦え る よう に な れ ば 、 も っ と 面白 く な る か も ね 。 


(FORHZA VERHDY さ ん ) 
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結 計 か らい うと 『 ガ ン バ レ ッ ト 』 で すね 。 何 ヵ月 か 
前 だ っ た ら 「 バ ー チ ャ コッ プ 』 に 軍配 を 上 げ て た ん 
で すけ ど 、 ゲ ー ム クリ ア し て 以来 は 一 度 も フレ イ し 
て いま せん 。 ス トー リー 性 の 高い ゲー ム は 面白 さ が 
増す 反面 、 飽 き が 来る の が 早い の が 難点 と いえ ます 。 
その 点 『 ガ ン バ レ ッ ト 。』 は 解く 解 か な いで は な く 、 
いつ で も 楽し め る と ころ が イイ で すね 。 ス トー リー 
性 を な くし て いる に も か か わら ず 、 と に か く 面 白い 。 
基本 が し っ か り し た ゲー ム だ こと 思い ます 。 

(東京 都 菊池 真一 さん ) 


プッ が そ ャ ンド 
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2 | 
信 「 ロリ うっ り で ン 」 中 エス 調 毅 R 
も” で し 6 衝 軍 で 琴 紀 貼 へ 和枝 っ 羽 る 
SR ハ へ ふ ) 交 11GI 区 吉 古 明 人 包 朋 で GS で ご 
音 つ っ 2? 記 8 っ RE ペコ で せ や さ う しゃ" 
( 塩 上 貴 四 失 皿 ぐ 過 民 ) 

「 選 ふぐ RS へ っ つ 絶 1 GS 区 京 間 中 軍人 G つ っ 記 
アデ 『 の の っ 登り ロン 」 相 貝 リーン の の の 
ご " 束 志 杉 G 邪 艇 D 散 で 刀 和 リリ ーー て 
拘 瞭 や 光 下 時 柚 " 韻 ホー や へ りり る Yi 
ゃ っ つ 軸 人 る で WWG 均 聴 つ 人 鶴 補 ロマ キー 
G 召 愉 伏 一 入 生 GIIHK 細 中 軍記 弄 回 
cv の へ へ へ 池 G 下 っ 選 ” 可 泊 親 手 わ 倫 R 公 凶 
語 つ る 穫 QATT SH 割ら つつ YS8KvG 
ズ べ や 想 坦 斑 証 思 泡 YK に 手 7 nnSHHE 制 
nH 忠 牛 8 拓 り oo 衝 Y つ 全 会 市 りゃ 
GO 26 で 46 で 36 で 436 で 36 で 036 で ……』 

@ 尽 Se つじ て: (人 さ ……) mo 距 軸 ロロ 
ふう) 定 嘘 N い ト ふ ハー ユーG せ キロ トー テ く 上 CO で 
『4) っ RS りり で ン 」 公 交 で ” や こせ 人 や 
むう トマ 中 で トド KK で: 

(や 黒 珈 ミミ JA 名 羽 ) 

「 や へ NN8 迷 和 2 で で トト て NR KT 舞 
GS っ うっ 会 衝 り ロン 区 旨 ロー ジン 
〇 史 の つの 採 以 醤 了 和 散り (ベビ に 誠志 赴 刻 )" 
〇 ら の ぐら ご G 地 秩 表 蝶 S べ 本 時 陣 づつ 婦 り トト 
SS や KK 衝 SQT の ひい D 絞 計 多 で 2 ぃ 9 査 泊 再 
236 の)G 字 李 軍 2 の や や 交 Y や 忠和 抑 
っ つら 4296502 つ へ 。 朗 激 G 弟 ょ 。 め り 「 人 で て 
人 で トト 全て K」 つ 人 5 前 っ 揚 DE7 の で 6 が 
っ つ 「 隙 三 閉 補 想 伴 和 」 り 「 り っ 合い ン 
い ィ 7 SS りり で 全 で 記 28 内 つう が セコ 
Jin 舞 届き さき ) へ 。 人 8 捉 G 陣 。 つ 全 
っ J 仙 貞 で KoN.。 2 で 28 で 2836 で 3 で 3 
い 26 で 236 で 32626 で 36 で 26 で 36 で 238…… 

% 人 SDG 占 記 G リ ー ホ ー 史 吉 で PDN ト へ 
JA で 2 机 。 重 <p 占 詞 加 あ つく 8 四 人 や 
牧 り xn 下 己 抱 ン ( 己 ー 軸 民 )) 民 べ っ の 飛 人 る で 
杉 そ G 旭 癌 GKG 由 ささ 表門 時 人 2 (中 硫 下 所 
Aneo で の 表 冶 司 )) ヘ ド ーK ベ 忠明 介 占 選 軸 
36 滑 で リン で ね ズリ 5 選 守 と 占 避 公 
呈 び りら 2w0 相 くさ HHA ペ KR ルル へ へ G 刻 人 4H 


短 仙 の ぐつ を nMCT SAT トー スト ルリ 人 トロ 


26 236・ で 6 AO・ 
326 で 36 で 26 で 36 で 236 で 36 で 36 て eee 





SE | ネー 生き そい の: 個 
5 に 9 2 の っ 


側 「H ト ー ロ AN く 私 て SN」 KT シン うか KN 
^H ユ トト 88、 ま で っ” 盲 せ 衛 貞 けり パ マン で ひし っ 
Ne つ ” 屋 抽 次 想 jp じ ON@" つ 公 つ ” 認 せ マー 
うく トー 公 剖 で G せ 圭 っ "SO や 静 
も や し 如 つ S で し も" 0 で り 3 十 雇 じ 6 人 
SG も で ミ G 和 号 革 骸 ヽ 。 も で 技 っ つつ S 新 記 
いさ うっ G で で で つう 穫 K” jp” 人 Fm で 仙 m 
4) ウキ キロ ハー て < ee e 
( 塩 旧 忠 を 虹 表 党 ペ 志 慌 ) 
思ふ りり の ロロ の と ー 愉 bA 人 Se く < トー や 詞 
G 市 民 全 人 SS” 寺 っ る 変 国 !『ー か ミー 
マ K」 村 じい で 本 輸 和 つ が つつ | GT 
り の ロロ の テコ ロー の 己 ら と どー ロロ G 記 の ー の つの 
wan で 己 つ と ひい どー の 一 で で ー 
oc0 セ AG で 同 回 門 衣 半 人 回 折半 ぐ 揚 次 セ )「 
記 骨 PR3 華 りや 全 悪人 中 者 内 皇 電 Am 
ーー 8 の 和 ぬ 衝 SG 家 塵 相 つ つり 計 べ めで 
く ふ トー 軍 守り っ つつ 全 和紀 人 生 ” 元 店 テロ の 
m 姜 涙 ど で“ で 章 思 話 翌 つい SHF や 小雪 屋 江 
に ち G 編 年 * に AT うー くさ トー 公介 つの 
分 つ の うぃ an DIRoevo で つつ 衝 6) うけ 有 人 
Au で JJsoSY の 全 半 つい うり 全 び 5 軒 邊 
の りり 公 G 理 HAT テーD 8 の 釣 会 思 で 愛 計 っ 
信 つ の 隷 征 つ り っ PO 全 計 全 8 つの 
人 ト や 3 古人 es や で 7 っ)26 seF 時 8 『ー 
か ミーNSK」G や ヘー-p 人 SS 了 攻 「 ほ ー 
才 の の ぎ 」 り を を 寮生 ポ りゃ で 
@ ポ ロロ 「n コマ て mC 和 路 」 じ 堂 で て へ 店 固 四 で 
『H ト ー ロ A ヘ く ィ SQ」 じ 掲 さじ W つ J" 固 
回 ・ 由 中込 ー・m の 受 り で 選 和 で や | 拓 症 
* ご 送っ 肖 じ 人 藻 つつ” 収 聞 
さて くせ キム トー 喘 正人 し "に ぐつ っ 枯 ミ 
し ゃ "で し 表 括 束 皿 公 玖 で せ 由 7) うさ つ 
し” 回 二 6 中 恨 公 移 % つ 互選 昌 共 りり で 
誤 電 ご" リリ で SQ で や と NN トマ て ド 高 
輸 べ 6 調 凌 提 中間 つじ 農 器 ご" 
( 窟 衣 合 むー も むく Q) 

之 こ へ 邊 WW り 和 一 PH トー へ く 人 かー 避 』 
ぬ 可 つる ve 『L コ で O 眉 』 臣 世 信人 NN で 
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KN ロ DO で の" 才 忠 っ トー8 そ ヘー 
> 求 上 RG 泡 中 腰 ぶ GR 唄 穫 ー 
IN で つり に めし っ" 

めげ の 時 究 上 さ 代 砥 で G け ーK- つ Ave 補 な で 
N ト ドーKーK ト SAN も や" 詞 座 Hm 下村 く 
で ロト ー 提 R ロ SGM 拉 め 蛋 ら つや 
“Only the spirit of attack born in a brave 
heart, will overcome the odds.”" Adorf 
Galland, W WII Luftwaffe Ace 





価 「 ト いて NN ペーK」 で レト ホー マミ 半 お 了 
ン さ っ う で 玉 むう 谷中 豆 友軍 趣 屋 名 Ne 
9 昭 (の … バ PD で き 入 一 いく ーー 
居 つ 咽 @ 判 時 ホー さ リ つ 刀 トロ 8 記 う つ 
ap で 

( 惨 展 紀 羽 堂 ペ 還 授 も くく 民 ) 

冗 証 衝 タ 06 本 会 …… 選 他人 り ぐー 
SGKAK 和 AN へ 中字 和 へ 店 証 さ べく G 如 
36 で 6 で つつ 衝 ー イ 『 へ へ の 」 守 字 和 め 邊 つり 中 
*Q で 5360 ペー ツ や ヘヤー8 司 っ 朋 つ ロ つ 
マズ の っ 6 生 ” 全 ン っ sam 東 <o 了 G 電 年 
Sc 思い 人 6 で DAS の 直 和 ん QSNO…… 

っ つ 了 つ っ くり 8 る つ 宮 森 会 家村 2 公 っ の 中 
で や で 公 。 折 記 守 定め で 押上 G 密 衣 め 9 
国 固 | に 人 6 入 和 vo 『 人 トー ト 玉 へ N ペ ー 
K」Y mn っ 人心 ト ー さ で や かー" 






レミ くい て ドーK 
XX ハー 名 圏 県 釘 テロ ヒロ D シ と 





信じ ト く NN さ マ ドーK」 や 操 半 で で 所 塚 吾 
尽 箇 we じ ” 路 ン 上 つ Ste ト ホー さ リ SC) 昭 
っ 二 ” 韻 | G 配 剛志 3 秋 悦 宗 G 算 長 り マ 
いじ 二 に 6 回 結 p 羽 ン さ 0 レ つ で 刀 る 7 
ご 回 いさ て hi@ の 李 玖 民 人 つれ 6 で 
し "聞け を も つう っ 表 和 ふ へ 避 相 品 つじ 問 つ 公 
いで" 

。 (忠則 ペー トト) ミ 0 で 9K) 
握 款 や 提 。 給 宮 期 記 G 選 2 っ トーマ 
RY っ で 礼 全 信 や 全う へ 栄 


) } 


史 臣 め N さ て 本 で 8 会計 時 へ 
NOaoee 二 の 6 で つっ se26 和 つり 
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レセ ( 佳 無 喉 状 職 | 度 % く 名 R) 
さて KK トー へ へ つろ ページ を 人 5) 忌 
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* 厚 木 「WINGS'95」 と は 大 人 迫力 の エア ー シ ョ ー が 楽し め る 米 軍 厚木 基地 オー プン ハウ ス 。 
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3⑱⑯ 去 躍 肛 NN ト R ざ 容 天 トーKGal 講 つ 詩 球 
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0 +9 回 ト J き h op つ ン 診 概 る 人 衝 区 各 つ し R 
| 祥 WHIMSY ENTERTAINMENT CO.,LTD 6 | 悦 っ IF コマ の 杏 革 引 四 KK ロ ローーー 選 ポ 
et h 論 閉 ーooocu 財 1 到 ホ マロ り ・ の 周 ヘ ト ーK 明 旨 瑞 「 へ ト 
ms 性 幸 。 暫 換 ( 幼 喘 : 7/ 一 入 一 画 ) 1 G 人 き 思 1 
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ノワ ー ズ 郵送 料金 リス ト ( あ 以 み 
同 号 の 複 数 また は パッ ク ナ ン バー 
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ガン ソン ダム ウイ ソ グ 9C 


プラ モデ ル 界 の 超人 気 『 ガ ンダ ム 』 
シリ ー ズ の 最新 作 を お 届け し ます 。 
1/144 ス ケー ル モ デ ル を 60 名 に 、 
履 の | NNA 0 CB 
ドー ン と いっ て の みよう 。 





この ゲー ムキ ャ ン ペ ー ン の た め に 作ら れ た ナム コ 限 定 
オリ ジ ナ ル 商 品 。 ナ ムコ ファ ン に は た ま ら な い 一 品 で す 。 











@ 電 エー ジェ ンジ ー ラン ライ ステ レビ WW 日 
ナム コ ・ 
免 
ワン ダー エッ グ バ ッ チ 
0 3 タイ プ 各 
- 太陽 ・ 月 ・ 卵 を モチ ー フ に し た お 洒落 な ピン バッ チ 。 
あな た の ファ ッ シ ョ ン の ワン ポイ ント に し て ね 。 
* 吉田 由香 里 さ ん か ら 
デビ ュー を ひか えた 、 由 香里 さん が [ 
革 の ペン ケー ス に サイ ン 。 
読者 に プレ ゼン ト し ます 。 










ほり の ぷ ゆ き さ ん か ら ペ も 2 Port 
二 が と ッ 
_ サイ ン 入 り 手 拠 い & 風 呂 敷 各 
本 読 に 登場 し た 漫画 家 ほ り の ぶ ゆ き さ ん 。 0 4 久 の タオ ル 。 ナム コ ・ ワ ンダ ニー エック グッ スズ の ニュ ー 。 
NNOONNO STR) | | 「 アイ テム で す 。 レ ジャ ー や スポ ー ツ に て 活用 し て 下さ い 。 





| 提 ET 5 _ 39 周年 記念 賞品 
8 9 に) 8 
り に と い (あぁ 、 オリ ジ ナ ル マ グ カッ フ 
」 < ーー、 ナム コ ・ ワ ンダ ー エ ッ グ と た ま ご た ま ど ご 帝 国 。 
「 ツイ ン パ ー ク を 目玉 焼き で デザ イン し まし た 。 
0 ん これ で 朝 の 目覚 めも バッ チリ よ 。 
nm 





も っ て か えさ せ て いた だ きま す 
、 、 給 匠 坦 議 呈 日 (月曜 日) 必着 


・ か 次 号 5 ー ズ (9 号 ) は 、 5 2 プレイ ステーション ソ フト 第 4 弾 。 現 在 人 気 沸騰 中 。 
そこ 白 PS 版 な ら で は の 新 仕様 も あり 、 そ の 出来 ば え は バー 
8 月 31 日 和 ゞ 予定 で す 。。 . 。 ジョ ン ア ッ プ と も いえ ます 。 技 を 磨く も よし 、2P で 呈 レ プ オ フカ ー[! 
PE 『 Fi ] に IM - 0 に 
・ 2 こら 5 と Sa < を 軸 ャ ォ 匠 cue PE Ro で 3 ー 則 だ 。 くら え ス 、 雷神 拳 / 
OO 


ーー ョ 


ME) な CI 


。 易 そ た 、 あれ が 夕 


レン 


PlaySlation 


売 予定 5.800I 


プレ イス テー ショ ン 用 アナ ログ コン ト 2 
re(Qcon は (株 ) ナ ムコ の 商 ! 
で 衝 て を の フ エ ト す る 
(株 式 会 社 ナム コ 
〒〒146 東京 都 大 田 区 矢口 2-1-21 
C 1995 NAACO LTD. 谷 03-3756-7651 
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昌吉 


圭 事 骨 と ー ム / 漂 生 RM 疫 ) 


プリ ッ ズ ハル 日 市 
プリ ッ ス 仙台 

プリ ッ ズ ニュ ー 東 京 
フリ ッ ズ サン ベティ ッ ク 
プリ ッ ズ 南浜 松 
プリ ッ ズ 長野 
フリ ッ ズ 上 目 
プリ ッ ズ 丸 香 

プリ ッ ス 姫路 


プリ ッ ズ 高陽 
プリ ッ ズ 今治 
プリ ッ ズ 宇和 島 


ノン フリ ソ ズ スパーク レー ン 


プリ ッ ス 広島 
ブリ ッ ズ 

スポ ー ツ ガー デン 香椎 
プリ ッ ズ 宮崎 


プリ ッ ズ サン ボウ ル 
プリ ッ ズ 沖縄 
プリ ッ ズ 杜 名 
プリ ッ ズ 日 根 野 





滋賀 県 八日市 市 本 町 |--I5LAPUTA 内 合 0748-g4-3968 

品 城 県 仙台 市 青葉 区 中 央 1-6-3 代 026-683-B388 

千葉 県 松戸 市 常盤 平 5-0-| 会 0473-8/-50I0 

千葉 県 習志野 市 谷津 |-15-| サ ン ペ デック 内 容 0474-7/-5188 
静岡 県 浜松 市 新橋 町 19g7-6 浜 松 グ ダラ ンド ボウ ル 内 登 053-448-/835 
長野 県 長野 市 大 字 高 田 字 久 保 1174 登 0e62-81-B313 
長野 県 上 田 市 国分 |-8-|| 登 0e68-83-14|4 

香川 県 旭 電 市 新町 | 番 -6 外 B 筆 谷 0877-65-5137 


兵庫 県 姫路 市 飾磨 区 細江 520 番 地 会 0798-33-4280 
姫路 リバ ー シ テ ィ ら 内 


広島 県 広島 市 安佐 北 区 亀崎 1-1-5 フ ジ 高 腸 店 内 合 088-843-1458 
愛媛 県 沈 治 市 東村 4-|-10 谷 0888-4/-1864 


愛媛 県 宇和 島 市 伊吹 町 字 タ カビ 甲 91e-@ 容 0885-84-4051 
フジ 北宇和 島 店 


広島 県 福山 市 南 手 城 町 4 」 目 g4 番 8U 号 谷 0B49-@1-9988 
福山 パ バーク レー ン 内 


広島 県 広島 市 中 区 八 二 堀 ]|-6 広 島 パ バー クレ ー ン 内 谷 088-6Pg-BU/g 
vu 。 " 会 08e-6B-C/B8 


ス ボ ポーン カーテン 
宮崎 県 宮崎 市 学園 木 花台 南 3-31 
学園 温泉 クア ハウ スジ ェ ス バ 内 
宮崎 県 延岡 市 旭 町 6- |-| サ ン ボ ウル 内 谷 0988-g6-0886 
沖縄 県 沖縄 市 字 池 原 141 番 地 谷 088-939-B176 


会 0d85-5B-13g4 


三重 県 薬 名 市 新 西方 | 」 目 43 番 マイ カル 和枝 名 2 番 街 内 傘 0584-4-5148 
大 阪 府 泉 佐野 市 日 根 野 6495B-| ジ ャ スコ シテ ィ イィ 日根野 内 谷 07g4-68-1427 


か 上 MA2 太 CA 


ie『fi1 に (ば 





